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選択科目   トンネル外力 
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技術部門   2016 年 問題 B 

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－２－  

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

問 1 に つ い て  

道 路 ト ン ネ ル は 、 建 設 後 2 5 年 を 経 過 し 、 幹 線 道 路

に 位 置 す る 。 ト ン ネ ル は 、 一 般 に 地 形 の 制 約 を 受 け る

箇 所 に あ る 場 合 が 多 く 、 迂 回 路 が 無 い 等 交 通 に 与 え る

影 響 が 大 き い 。 道 路 ト ン ネ ル の 点 検 、 診 断 の 留 意 点 は 、

ま ず 安 全 性 の 確 保 と 、 変 状 発 生 原 因 の 区 分 が 重 要 で あ

る 。 幹 線 道 路 の ト ン ネ ル の た め 、 点 検 は 交 通 規 制 時 間

を 短 く す る 配 慮 を 行 い 、 点 検 者 の 安 全 を 確 保 し て 実 施

す る 。 ま た 、 ト ン ネ ル 構 造 物 は 、 二 次 部 材 な ど 非 構 造

部 材 で あ っ て も 、 剥 落 に よ る 第 三 者 被 害 発 生 さ せ る 可

能 性 が あ る 。 点 検 時 に 剥 落 し そ う な 箇 所 は 、 は つ り 取

る 必 要 が あ る 。 変 状 発 生 原 因 の 区 分 は 、 外 力 の 作 用 に

よ る も の か 、 材 質 劣 化 に よ る も の か の 判 断 が 重 要 で あ

る 。 そ の 判 断 結 果 に よ り 、 対 策 工 が 変 わ る 可 能 性 が あ

る 。  

問 2 に つ い て  

写 真 1 の 変 状 は 、 二 次 覆 工 コ ン ク リ ー ト の 鉛 直 打 ち

継 ぎ 目 に 生 じ て い る 。 継 ぎ 目 か ら の 漏 水 に 伴 う 、 継 ぎ

目 部 分 の コ ン ク リ ー ト の 劣 化 で あ り 、 ひ び 割 れ と 継 ぎ

目 か ら ブ ロ ッ ク 状 に 剥 落 す る 恐 れ が あ る 。  

写 真 2 の 変 状 は 、 二 次 覆 工 コ ン ク リ ー ト に 生 じ た 水

平 方 法 の ひ び 割 れ で あ る 。 ひ び 割 れ 幅 は 大 き い が 、 ア

ル カ リ シ リ カ 反 応 で は な い 。 地 震 ・ 地 す べ り 、 地 形 改

変 に よ る 損 傷 を 受 け て い な い 事 か ら 、 ト ン ネ ル の 内 空

変 位 が 生 じ た 可 能 性 が あ る 。 ト ン ネ ル 中 間 付 近 は 、 イ
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

ン バ ー ト が 無 い た め 、 曲 げ 変 形 を 生 じ た と 推 察 さ れ る 。

そ の 場 合 、 ひ び 割 れ が 表 面 だ け の 可 能 性 が あ る 。  

健 全 性 の 診 断 に 必 要 な 調 査 項 目 は 、 ひ び 割 れ 幅 ・ ひ

び 割 れ 深 さ 計 測 、 ひ び 割 れ の 進 行 性 調 査 、 天 端 継 ぎ 目

か ら の 漏 水 調 査 で あ る 。 写 真 2 の 変 状 が 覆 工 コ ン ク リ

ー ト を 貫 通 し て い る 場 合 、 背 面 に 空 洞 が 生 じ て い る 可

能 性 も あ る た め 、 背 面 空 洞 調 査 も 実 施 す る 。  

問 3 に つ い て  

こ の ト ン ネ ル を 今 後 5 0 年 間 供 用 す る た め に 、 必 要

な 対 策 工 を 立 案 す る 。 変 状 が 進 行 性 を 示 す 場 合 は 、 変

状 発 生 の 初 期 の 段 階 で は 軽 微 な 対 策 で 十 分 だ っ た の が 、

進 行 し た 場 合 は 大 規 模 な 対 策 が 必 要 に な る 場 合 も あ る 。

対 策 工 の 施 工 時 期 は 十 分 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

 写 真 1 の 変 状 は 、 コ ン ク リ ー ト が 剥 落 し て 、 第 三 者

被 害 を 発 生 さ せ る 可 能 性 が 高 い 。 判 定 区 分 は Ⅲ に 相 当

す る た め 、 早 急 に 漏 水 対 策 と 剥 落 対 策 を 実 施 す る 必 要

が あ る 。  

 写 真 2 の 変 状 は 、 地 山 の 変 状 が 影 響 し た 可 能 性 が 高

く 判 定 区 分 は Ⅱ b に 相 当 す る 、 早 急 な 対 応 が 必 要 と は

言 え な い 。 ひ び 割 れ の 監 視 を 継 続 し 、 今 後 ひ び 割 れ が

拡 大 し 、 地 山 の 泥 岩 が 脆 弱 化 し て い く 場 合 は 、 地 盤 へ

の 裏 込 め 注 入 工 を 実 施 す る 。  

 今 後 ト ン ネ ル を 安 全 ・ 安 心 に 供 用 し て い く た め に は 、

点 検 結 果 、 補 修 ・ 補 強 工 法 の 記 録 を 残 し 、 定 期 的 に 点

検 を 継 続 し て い く 必 要 が あ る 。  


